
 

 

漁師を生業としていた最初の弟子たち。現代の漁業とは違い、夜間や夜明け、日没前後に仕事し、一晩仕事をしていたのに何の成果

も出ませんでした。そんな所にイエスさまが来られました。神のことを語り、病気を治すという奇跡を起こしていたから、その噂がイン

ターネットや SNS が普及した現代ではないのに、広範囲に広まり、行く先々に人々が押し寄せてくるような状態でした。一晩中漁を

し、不漁に終わったペトロたちにとって、迷惑でしかないような光景が広がっていたことでしょう。疲れた身体に鞭打つようにして網

を洗い、次の漁への準備をしていた彼らの元にイエスさまの方から近づいてこられ、ペトロの舟に乗って群衆に教え始められました。

群衆に話し終わった時、イエスさまはペトロに「沖に漕ぎ出して網をおろし、漁をしなさい」と言われます。彼らは夜通し漁をしたので

すが、何もとれませんでした。仕事に疲れ、精神的にも疲れ、絶望感もあったかもしれない、それなのに漁の素人のイエスさまが何を

言っているんだと正直思ったかもしれません。それでもペトロは「お言葉ですから網を降ろしましょう」とイエスさまに従ったのです。    

イエスさまの言葉に聞き従ったペトロたちの網には、おびただしい数の魚がかかり網が破れそうになりました。仲間を呼び、仲間と

共に網を引き揚げました。疲労感、絶望感の中、イエスさまの方から来られ、言葉が語られ、その言葉に従うと、大漁という奇跡が起こ

りました。信じて聞き従い、頼める仲間、支えてくださる神さまがおられることを教えてくださる出来事であったのです。イエスさま

は、そのように私たちに関わってくださり、支えてくれる仲間がいてくれることを覚えていきたいものです。 
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主題：うごきだす 

月のねがい ・日常の中で神さまが創造された世界を感じ感謝して祈る 

        ・自分のやりたいことに興味や関心をもち、繰り返し楽しむ 

        ・風、土、虫の命を感じるなど、身近な自然の中で探求することを楽しむ 

        

 

 

（由来） 

アメリカの婦人で、アンナジャービスが、教会学校の先生でも

あった亡き母を記念して、５月の第２日曜日にカーネーション

を教会に飾って記念したことから、「母の日」が広がりました。 

（ねらい） 

 こども園では子ども達の中に次の３つのことが育まれるこ

とを願い、母の日の礼拝を守ります。 

① 母の愛を知り、感謝の心を育む。 

②「母の日」について知り、感謝の気持ちをどのように表現 

するか考える。 

③お母さんを下さった神さまに感謝する。 

母の日の礼拝について 
 

２日（木） こどもの日の集い 

９日（木） プリザーブドフラワー作り 

         （年長組） 

１０日（金） 母の日の礼拝 

１５日（水） 子どもの食育講座 

１８日（土） 保育参観日 

２３日（木） お誕生会 

２４日（金） 内科健診 

        職員会議 

２８日（火） 交通安全指導 

２９日（水） 食育指導 

３０日（木） 避難訓練 地震 

 

 

 

     ゆずはちゃん 

       ふうまくん 

       たまきちゃん 

       ゆのちゃん 

       あやめちゃん 

 

園の嘱託医の先生 

 

内科健診・・増田病院 

     増田満枝先生 

 

歯科健診・・高満歯科医院 

     高満幸宜先生 

 

愛情弁当の日 

５月１０日（金） 

子ども達が楽しみに待ってい

る愛情弁当の日です。毎年、愛

情弁当の日には子ども達が笑

顔いっぱいでお昼を楽しみに

しています。お忙しいと思いま

すがよろしくお願い致します。

お母さんの愛情を感じて感謝

して頂きます。 


